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県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

森
吉
山
麓
一
帯
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
や

多
数
の
瀑
布
な
ど
多
く
の
自
然
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
特
に
ブ
ナ
の
原
生
林
に
は
、

天
然
記
念
物
の
ク
マ
ゲ
ラ
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
こ
の
原
生
林
か
ら
流
れ
出
し

た
清
ら
か
な
水
は
、
地
域
を
南
北
に
貫

通
す
る
阿
仁
川
と
、
そ
の
支
流
の
小
又

川
と
な
っ
て
地
域
を
う
る
お
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物
が
咲
き

誇
り
、
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

太
平
湖
は
昭
和
28
年
に
森
吉
ダ
ム
が

完
成
し
た
こ
と
で
で
き
た
、
周
囲
30
㎞

の
人
造
湖
で
す
。
鯉
や
サ
ク
ラ
マ
ス
な

ど
が
生
息
し
て
お
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

大
勢
の
釣
り
人
が
訪
れ
ま
す
。

　昭和43年に県の名勝及び天然記念物に指定
された小又峡は、森吉山の東側山麓、ノロ川
原生林に源を発しています。
　大小１００を超える瀑布と甌穴、深渕から
成り、全長は約６㎞で、その内1.9㎞にわたっ
て遊歩道が整備されています。その遊歩道の
最後の地点には名瀑として名高い三階滝があ
ります。

　桃洞渓谷は、太平湖、小又峡の上流部、ブナ原
生林を流れるノロ川の源流部にあります。この渓
谷のシンボルである桃洞の滝まで1.3㎞の遊歩道
が整備されています。
　また、渓谷の上流部には、桃洞杉という秋田杉
を主木とする原生林があり、国の天然記念物に指
定されています。

▲桃洞渓谷

▲三階滝 ■
森
吉
山
県
立
自
然
公
園

▲太平湖（６月）

　

北
秋
田
市
森
吉
地
区
（
旧
森
吉
町
）

は
、
昭
和
の
大
合
併
で
、
旧
米
内
沢
町
、

旧
前
田
村
の
１
町
１
村
が
、
31
年
９
月

30
日
に
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

町
名
は
、
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
当
時
の
県
地
方
課
か
ら
小

畑
勇
二
郎
知
事
に
名
付
親
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
秀
峰
森
吉
山
を

象
徴
し
て
、
新
町
名
を
森
吉
町
と
命
名

す
る
」
と
返
事
が
あ
り
、
決
定
し
ま
し

た
。

　

総
面
積
は
３
４
１
・
８
８
平
方
㎞
で
、

東
西
34
・
２
㎞
、
南
北
28
・
２
㎞
に
ま

た
が
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
７
６
２
９

人
（
平
成
17
年
３
月
21
日
現
在
）
の
農

山
村
地
域
で
す
。

■
森
吉
地
区
の
沿
革

　

先
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
市
内
の
各
地
区
紹
介
。
今
回
は
、
森
吉
地

区
（
旧
森
吉
町
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
旧
森
吉
町
の
町
名
の
由
来
は
市
の
中

心
に
位
置
す
る
「
森
吉
山
」
。
県
立
自
然
公
園
と
な
っ
て
い
る
森
吉
山
麓
一
帯
は
、

ク
マ
ゲ
ラ
の
棲
む
ブ
ナ
の
森
や
名
瀑
、
渓
流
、
ス
キ
ー
場
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
吉
の
水
資
源
を
生
か
し
、
周
辺
環
境
を
守
る
た
め
の

「
森
吉
山
ダ
ム
」
が
平
成
23
年
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（背景写真：森吉山遠景～鷹巣地区から）

旧森吉町編

　

妖
精
（
ト
ロ
ル
）
の
森
コ
テ

ー
ジ
ラ
ウ
ル
（　

76-

２
１
０
７)

は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
滞

在
型
宿
泊
施
設

▲

▲

▲大自然の味わいと安らぎを提供する国民宿舎
「森吉山荘」（　76-2334）　

▲
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小又峡
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▲三階の滝 ■
森
吉
山
県
立
自
然
公
園

▲太平湖（６月）

　昭和47年７月の大洪水を契機に計画された森吉山
ダムは、中央コア型ロックフィルダムという形式で
作られており、建設に必要な岩石の量はダンプカー
約120万台分で、総貯水量は東京ドーム約63杯分に
もなります。
　平成23年完成予定で、６月４日にはダム建設地点
で定礎式が行われます。

（背景写真：森吉山遠景～鷹巣地区から）

旧森吉町編旧森吉町編

▲

▲

　毎年８月７日、阿仁前田河川公園（秋田内陸線阿仁
前田駅前）を会場に開かれる「森吉山麓村興し会」が
主催するイベントです。夜空を彩る約１万発の創作花
火や川面に映る火文字、炎と太鼓の競演など訪れた人
を幻想の世界へ誘います。

　

明
治
26
年
に
旧
森
吉
町
米

内
沢
に
生
ま
れ
、「
浜
辺
の
歌
」

「
か
な
り
や
」
な
ど
を
作
っ
た

作
曲
家
・
成
田
為
三
を
記
念
し

て
建
て
ら
れ
た
音
楽
館
で
す
。

　

１
階
の
リ
ス
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
為
三
の
作
品
な
ど
を

鑑
賞
で
き
ま
す
。２
階
は
成
田

為
三
と
の
出
会
い
の
ス
テ
ー
ジ
。

自
動
演
奏
ピ
ア
ノ
で
為
三
が

作
曲
し
た
曲
が
流
れ
る
中
、為

三
そ
っ
く
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
と

カ
ナ
リ
ヤ
た
ち
の
会
話
や
ス

ラ
イ
ド
で
為
三
の
業
績
を
知

る
こ
と
が
で
き
、自
筆
の
楽
譜

な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。ま

た
、定
期
演
奏
会
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
、
佐
竹
義
宣
が
水

戸
か
ら
秋
田
に
国
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
た
折
、

主
君
を
慰
め
る
と
同
時
に
家
臣
の
志
気
を
鼓

舞
す
る
た
め
に
演
じ
ら
れ
た
道
中
芸
が
起
源

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
13
日
、
午
後
７
時
よ
り
阿
仁
前

田
字
八
幡
森
の
庄
司
家
前
、
四
季
美
館
前
、

前
田
小
学
校
前
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　

旧
森
吉
町
出
身
の
豪
風
関

は
、平
成
14
年
５
月
場
所
を
初

土
俵
に
同
年
９
月
場
所
で
新

十
両
、
15
年
３
月
場
所
で
入
幕

を
果
た
し
、最
高
位
前
頭
５
枚

目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

け
が
に
見
舞
わ
れ
十
両
へ
戻

り
ま
し
た
が
、平
成
17
年
５
月

場
所
で
は
、番
付
も
東
前
頭
15

枚
目
と
な
り
再
入
幕
を
果
た

し
ま
し
た
。先
場
所
か
ら
好
調

が
続
き
、持
ち
味
を
十
分
に
発

揮
し
て
の
活
躍
で
大
相
撲
の

放
映
時
間
が
待
ち
遠
し
く
興

奮
の
連
続
で
し
た
。

■
豪
風
関
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◇
本
名
／
成
田
旭
◇
所
属
／

尾
車
部
屋
◇
生
年
月
日
／
昭

和
54
年
６
月
21
日
生
◇
身
長

／
１
７
２
㎝
◇
体
重
／
１
４

３
㎏
◇
得
意
技
／
突
き
、押
し

▼
平
成
15
年
度
「
自
然
撮
り
Ｉ
Ｎ
森
吉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

最
優
秀
賞
「
森
吉
山
ダ
ム
工
事
現
場
の
夜
明
」

　

撮
影
者　

山
本
登
さ
ん

■
森
吉
山
ダ
ム
（
完
成
予
想
合
成
写
真
）

■
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り

■
浜
辺
の
歌
音
楽
館

■
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

■力士・豪風（たけかぜ）


